
安塚分校は５月21日（木）から再スタート
R2.4.8 対面式の様子

４月７日、新入生９名を迎え、全校生徒34名で令和２

年度のスタートを切った安塚分校も、１週間ほどで臨時

休業となりました。ですが14日、「緊急事態宣言」の対

象都道府県から除外されたことにより、21日（木）を登

校日とし翌22日（金）から授業を再開します。

５月中しばらくは午前授業・午後放課という時程で生

徒の健康観察や学習指導を行い、６月１日（月）から通

常授業を展開いたします。

新型コロナウイルス感染症の状況も、まだ安心できる

ものではなく、２次流行も懸念されています。生徒、職員

ともこれまで以上に予防や観察に努め、生徒が普通の

学校生活を続けられるよう、指導していきたいと考えて

おります。

本校の新型コロナウイルス感染症対策について

小規模校という特徴から、本校では一斉登校が始まり授業が再開しても、「３つの密（密閉、密集、密

接）」は避けやすい環境です。しかし、登校時をはじめ人の往来が増えてくれば、感染のリスクは高まりま

す。手洗いや咳エチケットなど個人での基本的な感染症対策、また養護教員と連携した保健管理体制

の整備に努めます（裏面「保健たより」参照ください）。

感染予防の観点から、換気の徹底、共用設備・備品などの定期的な消毒に取り組みます。県福利課

からアルコール消毒液18リットル、マスクについては生徒１人につき文部科学省から布マスク２枚、県保健

体育課から紙マスク５枚が配布されました。手作りマスクの活用もお願いしています。

来校者に対しては、これまで通り別室での対応を図り、学校外部者の入校を制限します。

これまでの約１ヶ月、予想だにしなかった臨時休業で普通の高校生活が送れない日々が続きました。

登校できず外出も規制される中、生徒が悩みや不安を抱えること、友人に話ができずストレスをため込

んでいることも考えられます。安塚分校でもそのような不安が起きたときのために相談窓口を設けてい

ます（下記連絡先）。不定期ではありますが、スクールカウンセラーも来校し、生徒や保護者の相談にあ

たってもらっています。また、感染者や濃厚接触者への偏見や差別が起こらないよう、ホームルームなど

で指導をしています。

上越地域においてもさまざまな活動が再開されつつあります。安心と不安がないまぜになっているの

では、と察しております。地域の皆様もなにとぞ御自愛ください。

令和２年度学校開放活動について

以上のような状況の中、地域の各スポーツ団体様による本校体育館での活動を現在停止していた

だいております。再開のめどが立ち次第、御連絡さし上げます。それまで活動停止についての御理解、

よろしくお願い致します。
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